
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　1100220061Y1/20090403

( 科目コード：1100220061Y1)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】古典
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】1 組・1 年次
【担当教員】

大島 由紀夫

【授業目標・教育方針】
(1) 古典の読解・鑑賞を通じて、古典に親しむ態度を養う。
(2) 古語と現代語を対照し、日本語の特質について理解を深める。
(3) 漢文の訓読法に習熟し、日本語としての漢語について理解を深める。
(4) 思想や文化の普遍性・個別性について考察する視座を拡げる。

【授業概要】
　中学校における古典学習の成果に基づき、基礎的な古典文法や古典常識を現代のそれと比較しつつ古典を読解・鑑
賞して、古典作品の現在的意義について考察を深める。
　古文教材においては、用言・付属語の用法や生活習慣等を理解しながら、『竹取物語』『宇治拾遺物語』をとりあげ
て読解・鑑賞し、現代と対照しつつ日本文化の諸相を概観する。
　漢文教材においては、基礎的な語法・訓読法を習得した上で、格言・故事成語などを読解・鑑賞し、中国の思想や
文化が日本の文化に及ぼした影響について考える。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：『国語総合』大修館書店
副教材：『新訂総合国語便覧』第一学習社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義講読と演習を融合した形式で授業を展開する。
必要に応じて視聴覚教材を用いる。

【メッセージ】
〈声に出して読むこと〉と〈辞書をひいて調べること〉を大切にして下さい。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：小テスト　10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：古典）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス (1) 授業の目的と概要を把握する。
(2) これまでの古典学習の成果を確認する。

第 2 回
　　～第 3 回

日本語の発音と表記 (1) 日本語の発音と表記の変遷について理解する。
(2) 五十音図の仕組みを理解する。
(3) 日本語を書き表す文字の種類とそれぞれの役割を理
解する。

第 4 回
　　～第 5 回

竹取物語 (1) 作品の概要・文学史上での位置づけを理解する。
(2) 歴史的仮名遣いに習熟する。
(3) 作品を抄読する。

第 6 回
　　～第 7 回

用言の活用 (1) 現代語の用言の働きについて復習する。
(2) 古語の用言の活用について理解する。
(3) 古語の付属語の働きについて調べる。

小テスト

第 8 回
　　～第 9 回

宇治拾遺物語 (1) 作品の概要・文学史上での位置づけを理解する。
(2)「絵仏師良秀」を読解・鑑賞する。
(3) 古語辞典の使い方に習熟する。

第 10 回
　　～第 11 回

漢文入門 (1) 訓読法の基礎を理解する。
(2) 格言を教材として、訓読法に習熟する。
(3) 格言の意味を理解する。

第 12 回 故事成語 (1) (1)「矛盾」( 韓非子 ) を読む。
(2) 読解の基礎となる語法を理解する。

第 13 回 故事成語 (2) (1)「五十歩百歩」( 孟子 ) を読む。
(2) 書き下し文の作成に習熟する。

第 14 回
　　～第 15 回

故事成語 (3) (1)「蛇足」( 戦国策 ) を読む。
(2) 漢文訓読のリズムを味わう。
(3) 杞憂・推敲・朝三暮四・漁父の利などの、故事成語
について調べる。

小テスト
レポート
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